
学校木造化の再開

能代市立崇徳小学校（秋田県）
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能代市立常盤小中学校（秋田県）

木材ネットワーク
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浅内小学校（秋田県能代市）
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能代市立二ツ井小学校
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木育

能代市立二ツ井小学校
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学校林・町有林による学校づくり

材価
• 立木価格（最寄りの木材市場渡し素材価格から諸経費を差し引いた価格）￥ 2,000
• 素材価格（長さが切り揃えられ、径級別に仕分けされた丸太）

製材工場の素材購入価格 ￥14,000
• 製材品価格（製材工場からの卸売販売価格） ￥53,000
• アッセンブリ―価格 ￥80,000～

日本での製材歩留り（製材材積/素材材積）は平均60%前後

「製材工場での経費」が大きい。

• 立木の値段はたいしたことはない

伐り出し、搬出、乾燥、製材の連携を作る検討体制が大切

現場の大工手間

地域で何ができるか、できないか できない部分をどうするか－どこと連携するか

• トレーサビリティの確保
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伐採時期

• 春まで 冬に伐ると虫が入らない

• 森林組合 年間の施業量は決まっている 間伐

• 林業家 積極的な姿勢

材の用意 分離発注、地域連携により見込みで伐る

• 本来、設計ができ、必要な材量、材寸・材径、強度－ヤング率、求める質が決まる

• それから伐り始めるのでは間に合わない－伐ってからのリードタイムが長い

• 見込みで伐る 木造 面積×0.3㎥ 内装木質化 面積×0.03㎥

• はじめは標準寸法で伐る 4ｍ、2㎡、6㎡

• 設計者に情報を与える、設計者もその情報を基に設計を進める 伐り無駄のない設計

• 設計ができてから残りを伐る 特殊寸法材 情報を伝えておく

• 材は余裕をもって用意する。不足した場合の手当ては難しい 余分の捌き方

• 林業、製材業、設計のつなぎ役、コントロール役が必要

• 役所内の連携－教育委員会、建設、農林課

• 設計者選定方法と決定時期

関係者皆で山を歩く

• 木で作るのは多くの人にとってやりがいがある

• どんな木があるか－材種、材量、材質 どんな状態にあるか－手入れ 質の見極め
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どう計画・設計するか

防火・法規に関する条件

・階数
・延べ面積：１００，１０００，１５００，２０００，３０００㎡
・地域指定:防火、準防火、22条地域、その他
→耐火建築物、準耐火建築物

１．防火性能、法規制

・防火に係る地域区分

・準不燃、燃え代設計、

・防火区画

学年・教科のまとまり

地域利用のゾーニング等との整合

２．木造か、内装木質化か

2015年6月より

3,000㎡の木造が可能に

木造3階建て校舎が可能に
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伊賀市立西小学校（三重） 平成7年度
延べ面積5,486㎡、木造部分 2,908㎡

面積区画と学校計画の整合
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別棟扱いとする耐火構造の渡り廊下
普通教室等を1000㎡以下に区画する防火壁

鹿沼市立粟野第一小学校（栃木）
フケタ設計
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日経アーキテクチャー150525

3,000㎡以上の木造校舎が可能に
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鶴岡市立朝日小・中学校（山形）
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燃えんウッド 久米設計 竹中工務店
江東区立（仮称）第二有明小学校・中学校
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木造3階建校舎が可能に

• 日経アーキテクチャー150525

日経アーキテクチャー150525
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羽黒高校（鶴岡市・山形） 日本設計

木造3階・CLT
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木造校舎の構造設計標準（ＪＩＳＡ３３０１）

○基本方針

・形を規定しない、平面計画の自由度を担保する

・中断面構造用集成材や製材を用いたトラス構法、高倍率耐力壁の仕様、標準的な納まり

・多様な学習形態や将来の変化等の様々な活動に対応できるものとする。

・平面計画は、教室との一体利用が可能な多目的スペースにも対応可能とする。

・材料・構法等は、特殊なものではなく、どの地域でも一定に対応が可能とする。

・建設コストが割高にならないようにする。

○ 配慮事項

・木の良さ、木造の特質を生かした空間づくり

・木材の生産・調達の現状も踏まえつつ、校舎に適した木材寸法等

・校舎の長寿命化につながるメンテナンスや耐久性等

・ユニット（単位教室部分）について規定する。

・ユニットの組合せは、耐火建築物及び準耐火建築物に該当しない木造校舎を対象とする。

・平屋及び2 階建ての木造校舎を対象とする。

・ユニットの平面形は、室と廊下・多目的スペースの組合せによる片廊下型及び中廊下型、
廊下等を有しない大部屋型の4タイプを用意する（図 参照）。

・一定の幅のある寸法体系を用意し、組合せにより多様な空間構成が実現可能とする。97



木造校舎ＪＩＳ3301に規定するユニット
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ユニットの組み合わせパターン例
木造校舎ＪＩＳ3301

文部科学省
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既存学校施設の長寿命改修
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